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か
ら
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
副

団
長
兼
支
団
長
、
副
支
団
長
、
分

団
長
、
副
分
団
長
、
指
導
員
、
部

長
、
ラ
ッ
パ
隊
長
、
班
長
の
代
表

者
へ
の
辞
令
交
付
に
続
き
、
新
入

団
員
八
十
三
人
を
代
表
し
て
園
部

支
団
の
小
畠
輝
亮
団
員
が
、
益
田

団
長
よ
り
辞
令
を
受
け
、「
良
心
に

従
っ
て
忠
実
に
消
防
の
義
務
を
遂

行
す
る
こ
と
を
厳
粛
に
誓
い
ま
す
」

と
力
強
く
宣
誓
。
最
後
に
益
田
団

長
が
「
南
丹
市
消
防
団
の
発
展
に

向
け
、
全
力
で
消
防
団
活
動
に
取

り
組
む
」
と
訓
示
を
行
い
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
園
部
支
団
で
は

新
入
団
員
が
全
員
参
加
し
て
の
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
八
木
、

日
吉
支
団
で
は
、
各
支
所
で
支
団

幹
部
ら
へ
の
辞
令
交
付
式
、
美
山

支
団
で
は
市
立
美
山
中
学
校
体
育

館
で
全
支
団
員
が
参
加
し
て
の
入

退
団
式
お
よ
び
辞
令
交
付
式
を
行

い
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
初
め
に
奥
村
睦
夫

団
長
の
退
任
に
伴
い
、
益
田
武
彦

氏
に
市
長
か
ら
南
丹
市
消
防
団
長

の
辞
令
交
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
佐
々
木
稔
納
市
長
が

「
市
民
の
安
心
、
安
全
の
た
め
、
崇

高
な
精
神
で
の
消
防
団
活
動
を
心

四
月
一
日
、
南
丹
市
国
際
交
流
会
館
で

南
丹
市
消
防
団
入
退
団
式
お
よ
び
辞
令
交

付
式
を
行
い
、
お
よ
そ
四
百
人
の
団
員
ら

が
参
加
し
ま
し
た
。

▲宣誓を行う小畠輝亮団員

▲辞令を受ける益田武彦団長（右）

消
防
団
活
動
に
全
力
で
取
り
組
む

ー
南
丹
市
消
防
団
入
退
団
式
ー
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園部支団 団員数448人� 八木支団 団員数442人� 日吉支団 団員数350人� 美山支団 団員数333人�
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